
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   
 
 
                                   

    





用 語 の 解 説  
 
   この資料で使われている主な用語等を説明すると次のとおりである。   

   
 
１ 国民健康保険の保険者  

国民健康保険の保険者は、市町村及び国民健康保険組合である。  
２ 国民健康保険の被保険者  

国民健康保険は健康保険等の職域保険 （以下「被用者保険」という。） 

に加入している者及び生活保護法による保護を受けている世帯に属する者

を除く全ての者を対象とした地域保険である。   
国民健康保険の被保険者は一般被保険者と退職被保険者等に区分される。 

平成１９年度までは、一般被保険者の中に旧老人保健法の規定による医療を 

受ける者（以下「老人医療受給対象者」という。）が含まれる。本書ので、

表現を簡略化して「老人医療受給対象者を除く一般被保険者」を「若人」、

老人医療受給対象者を「老人」と表記している場合がある。  
また、４０歳以上６５歳未満の国民健康保険加入者を「介護保険第２号被  

保険者」、療養の給付を受ける者が６歳に達する日以降の最初の３月３１日

前に給付を受けた場合にその者を「未就学児」、６５歳に達する日の属する

月以後に給付を受けた場合にその者を「前期高齢者」、７０歳に達する日の

属する月以後に給付を受けた場合で一定以上所得のない者を「７０歳以上一

般」、７０歳に達する日の属する月以後に給付を受けた場合で一定以上所得

のある者を「７０歳以上現役並み所得者」と表記している場合がある。  

３ 年間平均被保険者（世帯）数  
各月末における被保険者（世帯）数の前年度３月から当該年度２月まで 

（国保組合においては４月から３月まで）の合計を１２で除した数。  
４ 療養の給付等  

被保険者の疾病又は負傷に対して、保険医療機関又は保険薬局から直接に 

診療・調剤等の現物をもって給付することをいう。保険者は当該療養の給付

等に要する費用額のうち被保険者が保険医療機関等の窓口で支払う一部負

担金等を除いたものを保険医療機関等に支払う。  
５ 療養費  

療養の給付等を行うことが困難な場合、被保険者が被保険者証を提出しな

いで診療等を受けたことが緊急その他やむを得ない場合等において、事後に被保険

者の請求に基づき現金で支払う場合の給付をいう。  
６ 療養諸費  

療養の給付等の額と療養費等の額を合計したものをいう。  



 
７ 国民健康保険保険料（税）  
  （1）賦課方式  

・４方式……所得割額＋資産割額＋被保険者均等割額＋世帯別平等割額  
・３方式……所得割額＋被保険者均等割額＋世帯別平等割額  
・２方式……所得割額＋被保険者均等割額  
・その他……各国保組合の規約に定める方法による  

  （2）所得割の算定基礎  
・イ…課税総所得金額（基礎控除後）  

     ：いわゆる「旧ただし書方式」による課税総所得金額   
・ロ…課税総所得金額（各種控除後）  

     ：いわゆる「本文方式」による課税総所得金額  
・ハ…市町村民税の所得割額  
・ニ…市町村民税額等（市町村民税額又はそれに都道府県民税額を加えた額） 
・ホ…その他（上記のいずれにも該当しない場合）  

  （3）資産割の算定基礎  
・イ…固定資産税額  
・ロ…固定資産税額のうち土地・家屋にかかる分  
・ハ…上記のいずれにも該当しない場合  

８ 受診率   
年間受診件数（レセプト枚数）を年間平均被保険者数で除して得た数に  

１００を乗じて得た数。（被保険者１００人当たり年間平均受診件数） 
９ 一人当たり医療費・保険料（税）  

一人当たり医療費は、療養諸費費用額を年間平均被保険者数で除して得た額。 

また、一人当たり保険料（税）調定額は、保険料（税）調定額を年間平均 

被保険者数で除して得た額。 

10 国保診療施設の規模  
・甲…出張診療所 

・乙…５床以下の常設診療所 

・丙…６床以上１９床以下の常設診療所  
・丁…病院（２０床以上）  
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平成２２年度岡山県国民健康保険事業の状況について 
 

○ 概 要 

  県内市町村保険者（27保険者）の平成22年度事業の概要は次のとおりである。 

・ 被保険者数は、県人口の24.8％を占めている。 

・ 決算状況は、収支差引で27億13百万円（前年度比159.5%、16億68百万円増加）の 

 黒字決算となっており、単年度収支差引額では、14億22百万円（前年度比205.4%、 

27億71百万円増加）の黒字で、13保険者（前年度18保険者、5保険者減少）は赤字と 

なっている。 

 

 

１  一般状況 

・ 帯数は、281,939世帯で前年度に比べ0.1％、228世帯増加している。 

・ 保険者数は、479,047人で前年度に比べ0.4％、2,106人減少している。 

内訳は、一般が445,313人で前年度に比べ1.0％減少し、退職被保険者等が33,734人 

で前年度に比べ8.3％増加しており、一般の全体に占める割合が93.0％と前年度に 

比べ減少した。 

・ 介護保険第２号被保険者は、165,449人である。 
 
 

 表１  被保険者数等の状況 
単位：人、％  

 区分 
 
年度 

世帯数 
被  保  険  者  数 国  保

 
加入率

 介護２号
（再掲）総 数 一 般 退 職 

２０ 
288,834

世帯

482,540

100.0

  441,883

91.6

40,657

8.4

167,838

34.8

24.8

２１ 
281,711

世帯

481,153

100.0

450,008

93.5

31,145

6.5

164,460

34.2

24.8

２２ 
281,939

世帯

479,047

100.0

445,313

93.0

33,734

7.0

165,449

34.5

24.8

  （注）世帯数・被保険者数は年間平均数（３月～翌年２月分） 
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２ 収支決算の状況 

27市町村保険者の国民健康保険特別会計の決算状況は、 

                  収入総額1,957億 9百万円 

                  支出総額1,929億96百万円  となっている。 

 

（１）収入の状況 

 保険料（税）は、399億1百万円で前年度に比べ3.3％減少、国庫支出金は、466億 

66百万円で前年度に比べ1.7％減少、療養給付費交付金は、106億70百万円で前年度に 

比べ3.2％増加、前期高齢者交付金は、501億40百万円で前年度に比べ10.3％増加、県 

支出金は、74億87百万円で前年度に比べて5.7％減少、共同事業交付金は、213億 

19百万円で前年度に比べ1.4%増加、一般会計繰入金は、144億42百万円で前年度に  

比べ20.2％増加、その他収入（前年度からの繰越金等）は、50億84百万円で前年度に  

比べ6.2％減少となっている。 

  前期高齢者交付金が増加した主な理由は、平成２０年度に交付された交付金の精算

により、不足分が追加交付されたためである。 

 

（２）支出の状況 

 保険給付費は、1,357億64百万円で前年度に比べ2.9％（一般分2.5％増加、退職 

分7.6％増加）増加、後期高齢者支援金等は、193億30百万円で前年度に比べ8.9％ 

減少、前期高齢者納付金等は、34百万円で前年度に比べ44.4％減少、老人保健拠出金 

は、2億35百万円で前年度に比べ82.0％減少、介護納付金は、78億57百万円で 

前年度に比べ3.9％増加、共同事業拠出金は、213億21百万円で前年度に比べ1.4%増加、 

保健事業費等は、10億60百万円で前年度に比べ1.5％減少、その他（総務費等）は、

73億95百万円で前年度に比べ31.9％増加となっている。 

老人保健拠出金の減少の主な理由は、平成２０年４月より老人保健制度から後期  

高齢者医療制度に移行したためである。 

 また、前期高齢者納付金の減少の主な理由は、平成２０年度に交付された交付金の

精算により、超過交付分が精算されたためである。  

-2-



表２  科目別収支状況                      単位：百万円、％ 
収入 支出 

科  目 決算額 構成比 対前年伸率 科 目 決算額 構成比 対前年伸率

保険料（税） 39,901 20.4 △3.3

△3.5

△1.0

保険給付費 135,764 70.3 2.9

 一般分 
退職分 

35,877

4,024

18.3

2.1

一般分 
退職分 
審査支払手数料

124,625 
10,709 

430 

64.6

5.5

0.2

2.5

7.6

（△0.04)国庫支出金 46,666 23.8 △1.7

療養給付費交付金 10,670 5.5 3.2後期高齢者支援金等 19,330 10.0 △8.9

前期高齢者交付金 50,140 25.6 10.3前期高齢者納付金等 34 (0.02) △44.4

県支出金 7,487 3.8 △5.7老人保健拠出金 235 0.1 △82.0

共同事業交付金 21,319 10.9 1.4介護納付金 7,857 4.1 3.9

一般会計繰入金 14,442 7.4 20.2共同事業拠出金 21,321 11.0 1.4

その他 5,084 2.6 △6.2保健事業費等 1,060 0.5 △1.5

    その他 7,395 3.8 31.9

合    計 195,709 100.0 2.5合    計 192,996 100.0 1.7

  (注）百万円未満四捨五入しているため合計が合わないことがある。 
 
（３）決算の状況 

・ 収入総額から支出総額を差し引いた平成22年度収支差引額は、27億13百万円の 
 黒字となっている。 
・ 単年度収支差引額は、14億22百万円の黒字で、13保険者は赤字となっている。 
  赤字保険者は、前年度の18保険者に比べ5保険者減少している。 
・ 基金保有額は前年度に比べ2億72百万円減少、58億28百万円となっている。  

                
表３  決算等                         単位：百万円 
 ２１年度 ２２年度
 ①収支差引額 
 ②基金繰入金 
 ③繰越金 
 ④市町村債 
 ⑤基金積立金 
 ⑥前年度繰上充用金 
 ⑦公債費 
 ⑧単年度収支差引額

１，０４５
    ９３１
３，６７７
        ０
    ２２５
１，９８０
        ８

△１，３４９

２，７１３
６８９

３，５８４
０

２６７
２，７０６

８
１，４２２

 赤字保険者       １８保険者
   （２７保険者中）

      １３保険者
   （２７保険者中）

 基金保有額 ６，１００ ５，８２８

  （注）単年度収支差引額⑧＝①－②－③－④＋⑤＋⑥＋⑦ 
        百万円未満四捨五入しているため合計が合わないことがある。 
 なお、単年度収支差引額から国庫支出金精算額等を除いた精算後単年度収支差引額は、 

1,289百万円の黒字となっているが、一般会計繰入金（法定外）のうち赤字補填を目的と 
するものを除くと、1,263百万円の赤字となる。 
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＜参考＞ 

○ 保険料（税）の状況（現年度分） 

・ 調定額は、420億78百万円で前年度に比べ0.5％減少、収納額は、376億33百万円で 

前年度に比べ0.4％減少となっている。 

・ 収納率は、89.44％で、前年度を0.80ポイント上回っている。 

・ 保険料(税)の一人当たり調定額は80,962円で前年度に比べ4.2％減少となっている。 

・ 一人当たり保険料(税)調定額を保険者別にみると、最高は90,492円、最低は52,985 

円となっている。 

  
 
 表４  保険料（税）調定額等（現年度分)   単位：百万円、％ 
      年 度 

 
 区 分 

20 21  22 

調定額 
44,357 44,187  42,078

△21.9 △0.4  △0.5

収納額 
39,266 39,156  37,633

△23.8 △0.3  △0.4

収納率 88.52 88.64  89.44

  （注）調定額・収納額欄の上段は金額、下段は対前年度伸率           
  
 表５  一人当たり保険料（税）調定額     単位：円、％ 
      年 度 

 
区 分 

20 21  22 

一  般 
       84,113        82,954  79,586

         15.0         △1.4  △4.1

退  職 
       87,583       107,519  99,119

        △7.3          22.8  △7.8

全  体 
       84,406        84,545  80,962

          7.9           0.2  △4.2

  （注）上段は金額、下段は対前年度伸率 

     介護分を除く 
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○ 医療費の状況 
・ 総医療費は、一般が1,504億87百万円で前年度に比べ1.9％増加、退職が134億42百万 

円で前年度に比べ8.2％増加、全体では1,639億30百万円で前年度に比べ2.4％増加 

となっている。 

・ 一人当たり医療費は、一般が337,936円で前年度に比べ3.0％増加、退職が 

398,482円で前年度に比べ0.1％減少、全体では342,199円で前年度に比べ2.8％増加と 

なっている。 

・ 一人当たり医療費を保険者別にみると、最高は399,268円、最低は328,815円と 
なっている。 

 
 
 

 表６  総医療費                              単位：百万円、％   
          年 度

 
区 分 

20 21 22 
構成

 
割合

一 般 138,959 147,696 150,487 91.8
64.9 6.3 1.9

退  職 16,762 12,422 13,442 8.2
△75.7 △25.9 8.2

全 体 155,721 160,118 163,930 100.0
1.7 2.8 2.4

  （注）上段は金額、下段は対前年度伸率                                         
                                                        
   
 表７  一人当たり医療費                単位：円、％ 
          年 度

 
区 分 

20 21  22 

一 般 314,469 328,208 337,936
22.5 4.4 3.0

退  職 412,279 398,835 398,482
△3.8 △3.3 △0.1

全 体 322,710 332,779 342,199
3.0 3.1 2.8

  （注）上段は金額、下段は対前年度伸率          
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国保の指標

（16）全体 （17）一般 （18）退職

順位 保険者名 円 順位 保険者名 円 順位 保険者名 円

1 新 庄 村 399,268 1 高 梁 市 402,748 1 新 庄 村 540,931

2 高 梁 市 398,159 2 美 咲 町 399,041 2 勝 央 町 444,452

3 美 咲 町 391,365 3 鏡 野 町 391,956 3 美 作 市 444,028

4 鏡 野 町 391,350 4 矢 掛 町 389,909 4 倉 敷 市 427,732

5 新 見 市 386,483 5 新 庄 村 388,177 5 岡 山 市 424,730

6 矢 掛 町 385,744 6 西 粟 倉 村 387,923 6 備 前 市 421,435

7 玉 野 市 374,601 7 新 見 市 385,699 7 奈 義 町 413,456

8 備 前 市 373,447 8 久 米 南 町 381,256 ＊ 市町村平均 398,482

9 吉備中央町 373,079 9 吉備中央町 375,166 8 里 庄 町 395,896

10 西 粟 倉 村 370,986 10 玉 野 市 375,042 9 新 見 市 394,250

11 久 米 南 町 369,523 11 笠 岡 市 369,235 10 津 山 市 389,245

12 奈 義 町 369,088 12 備 前 市 369,069 11 井 原 市 386,632

13 井 原 市 368,361 13 井 原 市 366,315 12 早 島 町 384,921

14 笠 岡 市 367,787 14 奈 義 町 363,331 13 鏡 野 町 383,982

15 勝 央 町 367,756 15 勝 央 町 360,362 14 真 庭 市 372,281

16 里 庄 町 360,352 16 浅 口 市 358,915 15 玉 野 市 369,980

17 浅 口 市 358,248 17 里 庄 町 355,898 16 赤 磐 市 359,995

18 津 山 市 356,557 18 津 山 市 353,908 17 総 社 市 357,735

19 美 作 市 352,259 19 早 島 町 345,392 18 浅 口 市 351,235

20 早 島 町 348,527 20 美 作 市 344,974 19 高 梁 市 350,746

21 真 庭 市 343,912 21 真 庭 市 340,993 20 笠 岡 市 348,706

＊ 市町村平均 342,199 22 和 気 町 339,479 21 吉備中央町 346,944

22 赤 磐 市 339,448 23 瀬 戸 内 市 338,789 22 矢 掛 町 346,210

23 和 気 町 339,352 ＊ 市町村平均 337,936 23 和 気 町 338,201

24 瀬 戸 内 市 338,389 24 赤 磐 市 337,328 24 瀬 戸 内 市 334,669

25 岡 山 市 330,033 25 総 社 市 325,504 25 美 咲 町 311,206

26 倉 敷 市 329,221 26 倉 敷 市 323,928 26 久 米 南 町 286,851

27 総 社 市 328,815 27 岡 山 市 323,544 27 西 粟 倉 村 157,357

被　　　保　　　険　　　者　　　１　　　人　　　当　　　た　　　り　　　医　　　療　　　費

医療給付費用額（全体） 医療給付費用額（一般）

一般被保険者数（年度平均）

医療給付費用額（退職）

退職被保険者数（年度平均）被保険者総数（年度平均）
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